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日

の
新
し
い
地
平
ー
昭
和
六
十
一
年
脊
李

全
涙
徳
堂
講
座
講
演
要
旨
〉「

日
本
学
の
新
し
い
地
平
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

五
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
以
下
の
七
人
の
諧
師
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
た
。

▽
日
本
文
化
起
源
詰
と
考
古
学
都
出
比
呂
志

記
紀
神
話
の
呪
縛
の
も
と
に
あ
っ
た
戦
前
の
日
本
人
起
源
論
、
弥
生
文

化
を
日
本
の
固
有
文
化
の
開
始
点
と
す
る
椰
田
民
俗
学
か
ら
す
る
日
本
文

化
論
の
検
討
。
戦
後
、
先
土
器
時
代
の
考
古
学
上
の
発
見
、
人
骨
研
究
の

進
展
が
日
本
人
起
源
論
に
新
し
い
局
面
を
閲
く
。
ま
た
東
ア
ジ
ア
、
オ
七

ア
ニ
ア
と
い
う
広
域
で
の
人
類
の
進
化
、
交
流
を
あ
と
づ
け
る
人
類
学
の

展
開
が
あ
る
。
近
来
、
縄
文
文
化
を
日
本
文
化
の
甚
陪
と
す
る
日
本
文
化

起
派
論
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
縄
文
文
化
前
の
先
土
器
時
代
に
つ
い

て
触
れ
な
い
。
ま
た
縄
文
文
化
も
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
の
中
か
ら
列
島

の
環
境
に
適
応
し
つ
つ
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
て

い
な
い
。
そ
し
て
外
来
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
も
の
と
し
て
固
有
性
を

発
見
し
よ
う
と
す
る
、
日
本
文
化
起
源
論
の
方
法
が
検
討
さ
れ
る
。

▽
篤
胤
論
ー
宣
長
的
日
本
像
の
再
検
討
ー
子
安
宣
邦

本
居
宣
長
と
乎
田
篤
胤
は
近
世
国
学
を
代
表
し
、
両
者
の
師
弟
関
係
が

い
わ
れ
る
。
し
か
し
両
者
は
学
問
的
性
格
を
異
に
す
る
。
『
古
事
記
伝
』

に
結
晶
す
る
宣
長
の
古
代
研
究
の
方
法
、
真
理
観
を
、
『
古
史
伝
』
等
に

お
け
る
篤
胤
の
そ
れ
と
対
比
し
て
検
討
す
る
。
『
古
事
記
』
を
絶
対
視
す

六
九

る
宜
長
の
古
代
研
究
の
方
法
の
特
殊
性
が
、
篤
胤
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
宜
長
の
古
代
研
究
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
日
本
像
の
特
質
ー
外
来
文
化
・
思
想
（
漠
意
）
と
固
有
性
と
い
う
視

角
、
無
規
定
的
な
神
の
道
、
皇
統
と
し
て
の
実
体
化
等
が
検
討
さ
れ
る
。

▽
遊
ぴ
と
日
本
社
会
井
上
俊

ロ
ー
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ
は
遊
び
を
通
し
て
社
会
を
分
析
す
る
視
点
を
提

出
し
た
。
遊
び
の
四
類
型
、

1
競
争
、

2
賭
け
、

3
模
擬
、

4
目
ま
い
。

日
本
人
は
昔
か
ら
ど
の
よ
う
に
遊
ん
で
き
た
か
。
古
代
、
中
世
、
近
世
そ

し
て
明
治
・
大
正
の
遊
び
を
概
観
す
る
。
日
本
人
は
豊
か
な
遊
び
の
伝
統

を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
比
較
的
に
発
達
し
な
か
っ
た
遊
び
に
「
目
ま
い
」

が
あ
る
。
日
本
人
の
個
我
意
識
と
の
関
係
。
遊
び
の
伝
統
を
有
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
日
本
人
は
働
き
中
毒
と
い
わ
れ
、
遊
び
下
手
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
傾
向
は
近
代
以
向
の
現
象
で
あ
る
。
近
代
化
ー
産
業
化
ー
＇

勤
勉
主
羨
。
遊
び
の
あ
り
方
が
、
勤
勉
主
義
的
な
仕
事
へ
の
か
か
わ
り
方

と
相
似
す
る
現
在
の
日
本
社
会
に
お
け
る
遊
び
を
め
ぐ
る
問
題
が
検
討
さ

れ
る
。

▽
江
戸
時
代
兵
学
と
現
代
野
口
武
彦

一
、
医
学
は
戦
争
に
似
て
い
る
。
一
般
論
で
は
応
対
で
き
な
い
、
非
常

事
態
に
対
処
す
る
技
術
。
杉
田
玄
白
『
形
影
夜
話
』
兵
学
書
か
ら
重
要
な

ヒ
ン
ト
を
え
て
い
る
。
二
、
兵
学
的
思
考
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争

論
』
。
三
、
江
戸
時
代
兵
学
思
想
。
江
戸
時
代
の
兵
学
は
歴
史
上
ま
れ
に

見
る
太
平
の
時
代
の
産
物
。
し
か
も
そ
の
時
代
は
、
股
争
技
術
に
差
の
あ

は
さ
ま
れ
て
い
る
。
兵
学
史
は
孫
子
の
注
釈



▽
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
へ
の
視
座
一
、
日
本
人
の
挨
拶
ー
タ
イ
人
と

の
比
較
に
お
い
て
ー
マ
ラ
シ
ー
・
セ
ー
ン
ニ
コ
ー
ソ

日
本
人
の
日
常
生
活
の
中
の
様
々
な
場
面
の
始
ま
り
や
終
り
に
お
い

て
、
挨
拶
を
ぬ
き
に
し
て
は
人
間
関
係
が
成
立
し
な
い
。
タ
イ
人
は
挨
拶

ぬ
き
で
、
人
間
関
係
を
行
な
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
ま
た
挨
拶
の
言
葉
や

行
動
に
お
い
て
日
本
と
タ
イ
と
で
は
様
々
な
相
違
が
あ
る
。

▽
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
へ
の
視
座
二
、
中
国
人
と
日
本
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー
応
答
勧
誘
の
表
現
方
法
の
違
い
を
中
心
に
ー
劉
建
華

中
国
人
と
日
本
人
の
応
答
表
現
の
違
い
（
断
り
の
場
合
の
応
答
、
食
事

の
招
待
に
対
す
る
応
答
、
贈
物
に
対
す
る
応
答
等
）
を
調
査
結
果
に
も
と

づ
い
て
検
討
す
る
。
次
に
勧
誘
表
現
の
違
い
（
食
事
へ
の
誘
い
方
、
お
菓

▽
竜
宮
童
子
考
ー
異
人
論
の
視
座
ー
小
松
和
彦

本
講
演
の
内
容
は
本
号
に
別
掲
゜

懐
徳
堂
諧
座
講
演
要
旨

の
歴
史
。
主
な
も
の
と
し
て
十
種
の
注
釈
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
山
鹿
素
行

『
孫
子
諺
義
』
、
荻
生
狙
採
『
孫
子
国
字
解
』
、
吉
田
松
陰
『
孫
子
評
註
』

を
中
心
に
論
じ
る
。
四
、
「
上
兵
伐
謀
。
其
次
伐
交
。
其
下
攻
城
」
（
孫

子
）
の
「
交
伐
」
の
注
釈
を
め
ぐ
っ
て
（
素
行
と
狙
裸
）
。
五
、
孫
子
か

ら
発
す
る
兵
学
概
念
、
「
虚
ー
実
」
「
奇
ー
正
」
「
勢
ー
節
」
。
六
、
兵
学
的

思
考
か
ら
見
た
歴
史
と
政
治
（
狙
裸
『
鈴
録
』
）
。
七
、
「
軍
略
」
と
「
軍

法
」
。
個
人
戦
で
集
団
戦
に
対
抗
し
、
朝
鮮
の
役
で
明
軍
に
敗
れ
る
。
敗

因
は
軍
法
に
あ
る
。
八
‘
危
機
的
情
勢
の
兵
学
。
「
散
地
」
戦
の
思
想
。

松
陰
の
孫
子
解
ー
孫
子
に
何
を
読
み
こ
む
か
。

松

本

仁

助

西
洋
の
歴
史
と
文
化
—
昭
和
六
十
一
年
秋
季

子
な
ど
の
勧
め
方
等
）
を
調
査
結
果
を
も
と
に
検
討
す
る
。
そ
れ
ら
を
も

と
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
子
安
宣
邦
記
）

ト
ロ
イ
ア
戦
争
と
そ
の
原
因

伝
承
で
は
、
紀
元
前
十
二
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
ト
ロ
イ
ア
の
王
子
パ

リ
ス
は
、
ス
パ
ル
タ
の
王
妃
ヘ
レ
ナ
を
誘
拐
し
て
ト
ロ
イ
ア
に
連
れ
戻
っ

た
。
こ
の
ヘ
レ
ナ
を
取
り
戻
そ
う
と
全
ギ
リ
シ
ア
軍
が
ト
ロ
イ
ア
を
攻
撃

し
、
こ
の
攻
防
が
十
年
間
続
い
た
の
ち
ト
ロ
イ
ア
が
陥
落
し
た
。
こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
ト
ロ
イ
ア
戦
争
で
あ
る
。

十
九
世
紀
の
古
典
学
者
た
ち
は
、
こ
の
ト
ロ
イ
ア
戦
争
と
こ
れ
に
続
く

願
乱
を
架
空
の
物
語
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
た
。
し
か
し
一
八
七

0
年
以

降
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
が
、
ト
ロ
イ
ア
、
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
、
テ
ィ
リ
ュ
ン
ス
、
オ

ル
コ
メ
ノ
ス
な
ど
の
遺
跡
か
ら
豪
華
な
遣
楠
と
遣
物
を
発
掘
し
た
た
め
、

学
者
た
ち
に
、
ホ
メ
ロ
ス
の
語
る
出
来
事
は
歴
史
的
事
件
で
は
な
い
か
と

思
わ
せ
、
ギ
リ
シ
ア
お
よ
び
ト
ロ
イ
ア
の
土
地
を
一
せ
い
に
発
掘
さ
せ

こ。t
 こ

の
結
果
、
学
者
た
ち
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
伝
承
を
歴
史
的
事
実
と
見
な

す
者
と
架
空
の
物
語
と
す
る
者
に
わ
か
れ
、
い
ま
に
至
る
ま
で
こ
れ
に
関

す
る
論
争
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

七
〇



中
世
末
期
の
宗
教
劇

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
で
あ
る
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
し

か
し
ひ
と
く
ち
に
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
い
っ
て
も
そ
の
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
学
で
神
学
を
研
究
し
て
い
る
よ
う

な
知
識
人
の
信
仰
と
、
さ
さ
や
か
な
願
い
ご
と
の
た
め
に
聖
像
の
前
に
額

づ
く
庶
民
の
そ
れ
と
は
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
問
題

に
し
た
い
の
は
中
世
民
衆
の
生
活
や
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
結
び
つ

き
で
あ
る
。
き
わ
め
て
一
般
的
に
い
え
ば
、
中
世
末
期
（
十
四
、
五
世

紀
）
は
こ
の
結
び
つ
き
が
固
く
、
祭
り
の
催
物
な
ど
の
中
に
両
者
は
融
合

し
た
形
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
ル
ネ
サ
ン
ス
を
経
て
近
世
に

入
る
と
、
社
会
の
支
配
層
と
教
捉
人
は
民
衆
文
化
を
敵
視
・
抑
圧
す
る
よ

う
に
な
り
、
教
会
も
ま
た
（
旧
教
、
新
教
を
問
わ
ず
）
信
仰
の
純
化
の
名

の
も
と
に
、
民
衆
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
の
切
断
に
努
め
る
よ
う
に

な
る
。
今
回
は
宗
教
劇
の
上
演
を
例
に
と
っ
て
こ
の
事
情
を
解
明
し
て
み

た
い
。教

会
の
典
礼
の
中
で
聖
書
の
デ
ピ
ソ
ー
ド
を
演
劇
の
形
で
表
現
す
る
こ

と
は
十
一
世
紀
ご
ろ
か
ら
西
欧
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
源
流

懐
徳
堂
講
座
諧
演
要
旨

江

JI I 

温

本
講
演
で
は
、
ト
ロ
イ
ア
戦
争
が
史
実
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
、
史
実

と
す
れ
ば
、
ト
ロ
イ
ア
戦
争
を
戦
っ
た
の
は
如
何
な
る
種
属
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
、
ま
た
、
線
状
文
字
B
の
解
読
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
戦
争
の

真
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。

七
塚

寄

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
寛
容
論
に
つ
い
て

智

と
し
つ
つ
、
十
四
世
紀
末
か
ら
は
都
市
民
の
手
に
よ
る
宗
教
劇
上
演
が
盛

ん
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
聖
体
の
祝
日
に
お
け
る
同
職
ギ
ル
ド
の
行
列

か
ら
独
特
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
劇
が
発
達
し
た
。
フ
ラ
ソ
ス
で
は
信
心
会
、

臨
時
に
集
ま
っ
た
有
志
、
時
に
は
都
市
当
局
が
主
催
者
と
な
っ
て
不
定
期

に
宗
教
劇
を
上
演
し
た
。
そ
の
中
に
は
巨
大
な
舞
台
や
観
客
席
を
備
え
、

数
日
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
民
衆
の
信
仰
心
に
祝
祭
の

喜
び
と
都
市
民
の
一
体
惑
を
結
び
つ
け
た
こ
の
催
し
も
、
十
六
世
紀
後
半

に
は
上
流
市
民
の
支
持
を
失
っ
て
衰
退
し
、
い
く
つ
か
の
地
方
の
農
村
に

の
み
伝
え
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

標
題
中
の
「
寛
容
」
は

toleration
(tolerantia)
の
訳
語
で
あ
る
。

現
代
日
本
語
の
「
寛
容
」
は
「
心
が
寛
大
で
よ
く
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

過
失
を
と
が
め
だ
て
せ
ず
人
を
許
す
こ
と
」
（
岩
波
国
語
辞
典
）
と
い
う

ほ
ど
の
極
め
て
一
般
的
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
英
語
の

toleration

も
日
本
語
同
様
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
他
方
に
お
い

て
そ
れ
が
し
ば
し
ば
「
信
教
の
自
由
」
「
異
教
黙
認
」
等
の
意
味
を
も
っ

と
さ
れ
る
（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
大
辞
典
）
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
本
来
宗
教
と
関
わ
り
の
深
い
言
葉
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
宗
教

上
の
見
解
な
い
し
信
条
が
対
立
し
抗
争
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
対
立

者
に
対
し
て
、
自
己
の
見
解
な
い
し
信
条
を
外
的
な
力
を
用
い
て
強
制
し

な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。



フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
と
文
学
ー
古
典
主
義
時
代
を
中
心
に
1

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
寛
容
」
の
問
題
は
、
宗
教
の
歴
史
と
共
に
古

く
、
と
く
に
ョ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
は
「
正
統

と
異
端
」
の
問
題
と
い
う
形
を
と
っ
た
が
、
近
代
に
お
い
て
は
宗
教
改
革

以
後
、
カ
ト
リ
ッ
ズ
ム
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
対
立
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
内
部
に
お
け
る
様
々
な
分
派
の
成
立
を
背
景
に
、
問
題
は

い
っ
そ
う
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。

。
ヒ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
、
王
政
復
古
、
名
誉
革
命
の
激
動
期
を
生
き
、
自

ら
も
一
時
期
オ
ラ
ソ
ダ
ヘ
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

は
、
宗
教
と
政
治
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
「
寛
容
」
に
関
す
る
古

典
的
文
章
を
残
し
て
い
る
。
太
講
で
は
、
ロ
ッ
ク
の
寛
容
論
を
、
第
一
に

は
彼
の
政
治
論
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
第
二
に
は
彼
の
知
熾
論
と
の
関

わ
り
に
お
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

わ
が
国
で
フ
ラ
ソ
ス
文
学
と
い
う
と
、
そ
れ
は
十
九
世
紀
以
後
の
近

代
、
現
代
文
学
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
の
作
家
や
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
名

前
だ
け
の
存
在
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
。
だ
が
中
枇
以

来
の
長
い
伝
統
を
も
ち
、
そ
の
間
に
数
多
く
の
傑
作
を
生
ん
だ
フ
ラ
ン
ス

文
学
の
理
解
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
偏
っ
た
傾
向
は
大
へ
ん
残
念
な
こ

と
で
あ
る
。
な
か
で
も
ラ
シ
ー
ヌ
、
モ
リ
ニ
ー
ル
、
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー

ヌ
、
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
ら
の
作
品
が
、
わ
ず
か
数
十
年
の
間
に
続
々
と

世
に
出
た
十
七
世
紀
の
古
典
主
義
時
代
の
文
学
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
頂

懐
徳
堂
講
座
講
演
要
旨

赤

木

昭

谷

村

晃

点
を
な
し
、
フ
ラ
ソ
ス
人
の
文
学
的
惑
受
性
や
美
的
惑
立
に
決
定
的
な
影

響
を
あ
た
え
た
傑
れ
た
文
学
で
あ
る
。
今
回
は
こ
の
文
学
を
、
そ
の
時
代

の
歴
史
と
の
関
連
に
お
い
て
と
り
あ
げ
た
い
。

あ
ら
ゆ
る
す
ぐ
れ
た
芸
術
作
品
は
、
特
殊
な
一
時
代
に
生
ま
れ
た
も
の

と
し
て
、
麿
史
の
刻
印
を
つ
よ
く
刻
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
た
同
時

に
、
歴
史
を
越
え
て
「
垂
直
に
神
に
つ
な
が
る
」
面
を
も
も
っ
て
い
る
。

そ
し
て
永
遠
に
変
ら
ぬ
人
問
性
を
強
調
し
、
晴
朗
で
調
和
に
満
ち
た
古
典

的
形
式
美
を
そ
な
え
る
古
典
主
義
文
学
は
、
た
と
え
ば
十
九
世
紀
の
リ
ア

リ
ズ
ム
文
学
の
場
合
と
反
対
に
、
時
代
を
超
え
た
永
遠
に
変
ら
ぬ
文
学
の

理
想
と
し
て
の
み
讃
美
さ
れ
る
こ
と
が
多
す
ぎ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し

こ
の
卓
越
し
た
文
学
も
ま
た
そ
の
時
代
の
産
物
で
あ
る
こ
と
に
変
り
な

く
、
こ
れ
を
そ
の
時
代
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
忘
れ
た
鑑
賞
態
度

は
、
往
々
に
し
て
作
品
の
真
の
理
解
を
ゆ
が
め
、
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
に
陥

る
危
険
を
学
ん
で
い
る
。
今
回
は
古
典
主
義
文
学
の
な
か
で
も
文
学
中
の

文
学
と
目
さ
れ
た
古
典
悲
劇
の
形
成
と
確
立
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
と
時
代

と
の
つ
よ
い
関
連
を
跡
づ
け
た
い
と
思
う
。

ド

ビ

ュ

ッ

シ

ー

と

海

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
、
ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
作
品
に
〈
ラ
・

メ
ー
ル
〉
（
〈
海
〉
三
つ
の
交
響
的
ニ
ス
キ
ス
）
と
い
う
傑
作
が
あ
る
。

〈
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
〉
(
-
九

0
二
年
初
演
）
で
確
固
と
し
た
名

声
を
獲
得
し
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
が
、
更
に
新
し
い
地
平
を
模
索
し
て
、
彼

七



空
具
の
様
式
を
確
立
し
た
作
品
が
、
こ
の
〈
海
〉
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

〈
海
上
の
夜
明
け
か
ら
正
午
ま
で
〉
、
〈
波
の
戯
れ
〉
、
〈
風
と
海
の
対
話
〉

の
三
つ
の
交
響
的
ニ
ス
キ
ス
か
ら
な
る
こ
の
管
弦
楽
曲
は
、
一
九

0-―一年

か
ら
一
九

0
五
年
に
か
け
て
作
曲
さ
れ
た
。

さ
て
こ
の
素
睛
ら
し
い
管
弦
楽
曲
は
海
を
描
い
た
描
写
音
楽
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
と
も
海
の
多
彩
な
美
に
触
発
さ
れ
て
作
曲
し
た
象
徴
主
義
的
標

題
音
楽
で
あ
ろ
う
か
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
に
と
っ
て
海
は
単
な
る
描
写
対
象

以
上
の
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
音
楽
の
な
か
に

は
彼
の
欲
求
不
満
的
幼
児
体
験
の
海
、
青
年
期
の
孤
独
と
夢
想
の
海
、
そ

し
て
ニ
ソ
マ
と
の
激
し
い
恋
に
お
け
る
愛
と
官
能
の
海
が
渦
巻
い
て
い

る。
西
洋
の
音
楽
文
化
の
な
か
で
こ
れ
ほ
ど
美
し
く
海
を
描
き
出
し
た
作
品

は
他
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
美
し
さ
は
悩
み
多
い
現
代
の
芸
術

家
の
揺
れ
動
く
深
層
心
理
を
反
映
し
て
捉
え
所
が
な
い
。
ま
た
そ
の
潮
騒

は
、
世
紀
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
向
け
て
傾
斜
し
て
い
く
近
代
西
欧

社
会
の
病
め
る
魂
を
内
に
秘
め
て
、
殊
更
に
妖
艶
で
あ
る
。
ド
ピ
ュ
ッ
シ

ー
の
海
と
の
出
会
い
の
な
か
に
我
々
は
西
洋
音
楽
文
化
の
現
代
へ
の
転
回

点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
八
七
一
年
に
国
民
的
統
一
国
家
の
建
設
を
よ
う
や
く
達
成
し
た
ド
イ

ツ
と
、
そ
の
三
年
前
の
一
八
六
八
年
に
大
政
奉
還
、
天
皇
統
治
へ
と
移
行

懐
徳
堂
講
座
講
演
要
旨

ド
イ
ツ
の
統
一
と
明
治
維
新

岡

部

健

彦

士：

し
た
日
本
と
は
、
と
も
に
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
、

国
際
政
治
上
の
重
要
な
勢
力
と
な
っ
た
。
こ
と
に
日
本
は
、
こ
の
明
治
維

新
か
ら
稲
極
的
に
欧
米
の
文
物
を
取
り
入
れ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
近
代

国
家
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
に
専
念
す
る
が
、
と
く
に
国
制
（
憲
法
・
法

律
）
、
陸
軍
の
軍
制
、
学
校
教
育
制
度
を
は
じ
め
と
し
て
哲
学
、
医
学
、

音
楽
な
ど
諸
学
科
に
わ
た
っ
て
、
非
常
に
多
く
の
も
の
を
ド
イ
ツ
か
ら
受

け
取
っ
た
。

こ
う
し
た
事
俯
か
ら
、
日
本
で
も
、
ま
た
ド
イ
ツ
で
も
、
両
国
民
は
非

常
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
し
き
り
に
唱
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

日
本
精
神
、
武
士
道
と
ド
イ
ッ
魂
と
が
並
べ
ら
れ
て
、
高
く
評
価
さ
れ
、

両
国
民
の
親
近
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
見
う
け
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
両
国
民
、
両
国
家
は
、
他
の
諸
国
民
・
諸
国
家
と
は
か
け
離

れ
て
、
本
来
的
に
近
似
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
明
す

る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
雛
で
あ
る
が
、
し
か
し
両
国
・
両
民
族
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
大
き
な
刺
戟
に
は
な
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
の
ド
イ
ッ
史
の
発
展
を

考
察
し
、
同
じ
時
期
の
日
本
と
比
較
し
て
み
た
い
。




